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専 徳 寺

日
　
時

ご
講
師

御

案

内

秋
讃
仏
会
︵
彼
岸
会
︶
法
要

　

秋
の
お
彼
岸
を
ご
縁
に
讃
仏
会
法
要
を
つ
と
め
ま
す
。
に
ぎ
に
ぎ

し
く
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

本
願
寺
輔
教
　
成
　

照
星

師
（
太
宰
府
市
）

9
月
　
日（
金
）

29

昼
1
時
　
分
〜
3
時
　
分

夜
　
時
　
分
〜
　
時

3030

19

21

30

8
月
　
日（
土
）

30

昼
（
ご
満
座
）

　
　1
時
　
分
〜
3
時
　
分

30

30

●
法
座
奉
仕
…
通
津
南
地
区

●
戦
没
者
追
悼
法
要  

29
日
昼
座

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
ご
遺
族
の
焼
香
が
あ
り
ま
す
。

●
参
拝
セ
ッ
ト
（
念
珠
・
聖
典
・
式
章
・
聴
聞
カ
ー
ド
）
ど
う
ぞ
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

　
秋
の
展
示
会

ご
門
徒
の
方
の
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

●
作
品
募
集
ー
秋
の
展
示
会

　

今
年
も
絵
画
・
手
芸
品
・
工
芸
品
等
、
皆
様
の
作
品
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
で
き
れ
ば
法
要
前
々
日
（
27
日
）
ま
で
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
難
し
け
れ
ば
法
要
当
日
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
11
月
の
永
代
経
法

要
ま
で
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

岩
国
組
全
体
の
子
ど
も
会
が
︑
13
年
ぶ
り
に
︻
専
徳
寺
︼
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
︒︻
テ
ー
マ
︼
は
﹁
ご
え
ん
﹂︒︻
参
加
者
︼

は
80
名
で
し
た
︒﹁
ら
い
は
い
の
う
た
の
﹂
の
お
つ
と
め
や
仏
教

讃
歌
の
練
習
を
し
た
り
︑
ま
た
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
で
﹁
縁
日
ゲ
ー

ム
﹂
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

【法句】 224 死をいとひ　生をもおそれ　人間の　ゆれ定まらぬ　心知るのみ（吉野秀雄）

【
第
18
回　

岩
国
組
少
年
少
女
の
つ
ど
い
】（
9
月
3
日
）

昼食は本堂北側で「流しそーめん」を
楽しみました。

射的

輪投げ

スーパーボールすくい
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つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
を
お
寺
か
ら
）　

10
月
1
日（
土
）、
11
月
1
日（
水
）　

午
前
9
時
よ
り
45
分
間
。

8
月
9
日
御
往
生

　
　
　
　

郷　
　
　

白
田　

敬
子 

様
（
67
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

白
田　

憲
光 

様

9
月
11
日
御
往
生

　
　
　
　

今
津
町　

白
木　

幸
子 

様
（
86
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

白
木　

厚
栄 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

ご
恩
を
偲
び
つ
つ

【
通
津
】
井
原
義
之
7
、
朝
本
弘
子
17
、
時
藤
伸
恵

25
、
藤
重
雅
也
3
、
村
重
親
男
25
、
松
本
文
江
13
、

歓
喜
会
法
要
余
香
〔
8
月
30
日
・
31
日
〕

【
講
師
】
北
嶋
文
雄
師

【
お
鉢
米
】
山
根
優

【
参
詣
数
】（
30
日
）
昼
座
114
名
、
夜
座
33
名
、

　
　
　
　

（
31
日
）
昼
座
73
名

　

4
年
ぶ
り
に
ご
法
縁
を
賜
り
ま
し
た
。
仏
婦
役
員

様
、
法
要
総
代
様
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
保
津
地
区
の
お
世
話
人
様
、
駐
車
整
備
か
ら

片
付
け
ま
で
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　連絡が遅くなりましたが、今年の一月、境内の南側の土地を
購入しました。入り口は狭いですが、軽自動車など、五台以上
駐車できます。

第三駐車場

〔
法
事
勤
修
〕（
8
月
9
日
〜
9
月
10
日
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
8
月
12
日　

御
三
尊　

佐
伯
区　
　
　

末
広　

崇
志 

様

◆
8
月
27
日　

御
三
尊　

安
佐
南
区　
　

岸
村　
　

司 

様

◆
8
月
29
日　

御
三
尊　

通
津　
　
　
　

竹
原
登
代
子 
様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

（
仏
壇
入
仏
）

如
来
・
人
・
言
葉
　
106

　

仏
教
の
大
事
な
言
葉
の
一
つ
と
し
て
、「
縁
起
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
「
縁
起
が
よ
い
」

と
か
、「
縁
起
が
わ
る
い
」
と
か
い
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
縁
起
と
い
う
言
葉
の
も
と
も
と
の
使
い
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

縁
起
と
い
う
言
葉
は
、
仏
教
の
最
も
根
本
的
な

考
え
方
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
す
。
そ
の
考
え
方
と

い
う
の
は
、
全
て
の
も
の
は
支
え
あ
っ
て
生
き
て

い
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。「
支
え
あ
っ
て
生
き
て

ゆ
き
ま
し
ょ
う
」
で
は
な
く
、「
支
え
あ
っ
て
生
き

て
い
る
」で
す
。つ
ま
り
、縁
起
と
い
う
言
葉
は
、「
支

え
あ
っ
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
目
標

を
教
え
る
言
葉
で
は
な
く
、「
支
え
あ
っ
て
生
き
て

い
る
の
で
す
よ
」
と
い
う
事
実
を
教
え
る
言
葉
な

の
で
す
。

　

例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
動
物
は
、

酸
素
を
使
っ
て
炭
酸
ガ
ス
に
し
て
い
ま
す
。
植
物

は
逆
に
炭
酸
ガ
ス
を
酸
素
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

動
物
だ
け
で
す
と
、
地
球
の
空
気
か
ら
酸
素
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
動
物
と

植
物
と
が
互
い
に
支
え
あ
っ
て
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
縁
起
の
一
例
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
あ
り
の
ま
ま
の
事
実
を
正
し
く
知
る
こ
と
を

教
え
る
の
が
、
仏
教
な
の
で
す
。

（
内
藤
知
康
『
増
補
版
　
や
わ
ら
な
か
眼
』
よ
り
）

内
藤
　
知
康

支
え
あ
っ
て
生
き
る

松
村
豊
3
、【
保
津
】
穴
水
徳
幸
7
、【
青
木
】
棚
田

武
人
100
、【
藤
生
】
土
井
康
己
100
、
杉
中
慶
一
25
、【
市

内
】
古
谷
幸
枝
1
、
今
本
進
25
、
故
村
本
チ
イ
50

※
訂
正
と
お
詫
び
※

　

前
回
の
寺
報
（
4
3
3
号
）
に
、「【
青
木
】
木
村

幸
一
200
」
の
記
載
漏
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

小門（裏口）の右側にあります。
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